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数楽通信 21 世界最古のｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ アンティオキテラ島の機械Ⅰ R5.1.16

1901 年 ,エーゲ海の海綿取りの漁師が ,海底に 2000 年以上前の古代ロ
ーマの貿易船とおもわれる沈没船を発見した。その船からは ,数々の財
宝が引き揚げられたが ,その中に錆び付いたある物体があった。それは ,
よく調べると確認できるだけで２７個もの歯車が幾層にも重なったよ

うなものであつた。歯車の数は完全であれば 50 を越えていたと思われ ,
非常に複雑な構造をしており ,この物体は二千年以上も前に何のために造られ ,どういった働
きをしていたのか ,研究者達の興味を惹いた。しかし ,発見以降 ,数十年経って、やっと機械の
洗浄・分解ができるまで、この機械の謎の究明は進まなかった。そののち歯車の歯の数が 235
と 127 と確認できる大きな歯車が確認された。これは ,いったいなにを意味するのか？
しかし ,この物体を研究していた天文学者には 235 の意味は比較的容易に見当がついた。

古代では月の動き･満ち欠けが日常生活･農業の判断 ,宗教行事の日取りを決めるために大き
な意味を持っていた。新月から新月までを一朔望月といい 29.5 日である。しかし ,これを 12
倍して一年とすると 354 日で太陽暦に１１日足りない。古代人はこの事を承知しており ,

２３５朔望月を 19 太陽年とする事を考えた。これをメトン周期という。一方 ,月の地球を
回る公転周期は 27.3 日で一朔望月とは ,ずれがあり、19 年で 254 公転する。この 254 の半分

が１２７なのである。254 の歯車を刻むのは難しいのでその半分と他の歯車を組み合わせ
ることにしたのであろう。したがってこれらの歯車によって ,この機械は月の動きを表すこ
とができたのであろうと想像された。つぎの謎は、背面の 222 か 223 か判別できない大きな
歯車であった。この謎には西暦 2000 年に結成された数学者ﾌﾘｰｽを中心とする天文学者・物
理学者の研究ﾁｰﾑと、個人で執念を燃やす英国博物館の学芸員ﾗｲﾄが挑んでいた。数学者ﾌﾘｰｽ

の研究ﾁｰﾑがこの謎を解くために用いたのは現代のﾃｸﾉﾛｼﾞｰであった。肉眼では読みとれない

表面に刻まれた文字を現代のﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像解読技術により解読すると 223 と判明した。この結
果から ,古代の天文学を調べていった結果 ,驚くべき事が分かった。三千年近く昔の古代ﾊﾞﾋﾞ
ﾛﾆｱでは ,日食・月食を予測することができ ,それが 18 年周期で繰り返すということも分かっ
ていたというのだ。これはｻﾛｽ周期といわれ ,これが 223 ヶ月に相当するのである。この物体
は想像を絶する機能を持った古代のｺﾝﾋﾟｭｰﾀだったのだ。

一方学芸員のﾗｲﾄはこの機械が木の箱に収められていたことが ,これまでの研究から分かっ
ており ,その模型を造ってみようと試みた。彼が想像したのは ,取っ手を回転させると歯車が
動き ,前面にあるいくつかの月や惑星を表す針が連動して ,未来の天体の動きを表すといった ,
これまた高度なﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ機能を持ったものである。しかし ,月や惑星の軌道は円ではなく楕
円であり ,惑星はその名の通り ,地球から見ると「惑わす」ように夜空をいったり来たりする
ような動きをする。このような動きを表すことができたのであろうか？ﾗｲﾄはある歯車に注

目し ,その歯車の数を 53 と予想した。一方 ,数学者のﾌﾘｰｽは ,この歯車の歯の数は 53 という素
数ではなく ,2 でも 3 でも割り切れる 54 ではないかと推理した。54 なら容易に考えられるよ
うに正六角形を九等分すればよい。53 の作図は普通難しいと思うのだが ,古代の工作
技術に精通していたﾗｲﾄによれば , 古代ｷﾞﾘｼｬの歯車職人なら 30 分もあれば正六角形を
等分して、作れることができたという。 実は ,この謎を解くには深い考察が必要だったの
である。53 は深い意味を持っていたのである。 それは次号で。(to be continued )
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果たせるかな、この 53 は月の一年間の軌道の回転を計算する
ための数字であった。後にﾌﾘｰｽは、月の軌道の一年間の回転角

0.1129755･･･からこの数字を導いた。大きな歯車の上に小さな
歯車があり、その小さな歯車にｽﾘｯﾄとﾋﾟﾝがあり、ﾋﾟﾝがｽﾘｯﾄの

中を動くことで、歯車に取り付けられた棒の先の月を表す球体

が楕円を描くのである。こうして、月と太陽の動きを連動させ

て表していたのである。また、223 の歯車の文字が刻まれた破
片が新たに発見された。それを調べていくと月を意味するｾﾚｰﾈ､

太陽を意味するﾍﾘｵｽ,時間を意味するｵﾗﾝという文字、「色は黒」
「炎のような赤」という文字も見つかった。 この機械は日食、

月食の日時を予言するだけでなく、その時間、色までも アンティキテラ島の機械復元模型

正確に言い当てることができ、さらに影の伸びる方向まで予測できる機能を備えていたので

ある。機械の全容が明らかになった。背面の歯車は月の動きを表し、日食・月食の日時・色

・影の方角まで含めて正確に予言する暦となっており、前面には、取り付けられた球体が月

・５つの惑星の動きを忠実に追い、宇宙を再現していたのである。

この物体は、想像を絶する機能を持った最古のｺﾝﾋﾟｭｰﾀであったのだ。

それでは、いったい誰がこのような機械を創ったのであろうか ?積み荷などから、この船
は古代ｷﾞﾘｼｬのｺﾘﾝﾄｽまたはその植民地からのものらしいということがわかった。その植民地

には、ｼﾁﾘｱのｼﾗｸｻがある。ここは、古代最高の天才と言われるｱﾙｷﾒﾃﾞｽがいた場所である。

年代的にはこの船が沈没したのは、ｱﾙｷﾒﾃﾞｽの死後 100 ～ 200 年の間と推定されるが、もと
もとｱﾙｷﾒﾃﾞｽが最初に創ったものが受け継がれたのではないかと思われている。古代ﾛｰﾏにｼﾗ

ｸｻが攻め落とされ、ｱﾙｷﾒﾃﾞｽが非業の死を遂げた後、ﾛｰﾏのﾏﾙｹﾙｽ将軍はｱﾙｷﾒﾃﾞｽの創った機械

をﾛｰﾏに持ち帰ったと伝えられている。のちにｷｹﾛがﾏﾙｹﾙｽ将軍の孫を訪ねたときにその機械

を見せられ、「それは、五つの惑星の動きを完璧に表し、日食・月食を予言できる」

と問答法の著作『国家論』(De re publica)に書いている。
注 映画「ｱﾙｷﾒﾃﾞｽの大戦」は、古代ﾛｰﾏとｼﾗｸｻの戦争で 数々の兵器を

考案し、ﾛｰﾏ軍をさんざん苦しめたｱﾙｷﾒﾃﾞｽに因んだものでしょう。

google 2017 年ｱﾝﾃｨｷﾃｨﾗ島の機械 数学のﾉｰﾍﾞﾙ賞と

言われるﾌｨｰﾙｽﾞ賞 ｱﾙｷﾒﾃﾞｽ

発見 115 年を記念したロゴマーク メダルはｱﾙｷﾒﾃﾞｽの肖像 の切手


